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山門水源の森を次の
世代に引き継ぐ会

恒例になってしまった初夏のマルバマンサクの葉枯れ（08/05/20）
「山門水源の森」で観察される生物の様々な異変
（極短期間での観察による異変なのか、長期的に
観ても異変なのか不明なことが多いのだが）が、
世界的な「温暖化問題」とか「酸性雨問題」の影
響に寄るのか明確な指標は無いのだが、日々の観
察で観察者が「異変」と思われる記録を残していく
必要性が日々高まっているように思う。 8 年ほど前
から始まったこの時期のマンサクの葉枯れは、今や
全国的に広がっており被害葉から病原菌が検出さ
れ、その菌が原因かどうか現在接種試験等が行わ
れている段階。またミズナラ（山門水源の森では、
現在は止まっているがコナラも）に発生しているカ
シノナガキクイムシによる枯死も、山門水源の森で

ミズナラ枯死密集域（08/01/09） は 1990 年代から目立ち始めた。
直接の枯死の原因は、カシノナガキクイムシであるが、
山門水源の森での観察では、そもそも薪炭林（15 ～ 20
年周期で更新）であった林が、 50 年前後放置された
ことがバックにあるのではないかと思われる節がある。
枯死した個体の周辺には、実生も各所で分布が認めら
れるし、伐採木からは見事な萌芽も確認出来る。した
がって 10 年前後の観察で因果関係を決めつけるのは
問題があるように思われる。が新たな異変も幾つかあ

ミズナラの実生（08/06/09）る。最近の降雨の pH 測定では 3.8 という値も観測され
ており生物への影響が懸念される。また今年のモリアオガエルの産卵では、渇
水ということもあるのだが、降雨が順調であっても卵塊の下部に水が存在しない
場所での産卵が目だったことである。このようなことは、いつでも何処でも起こっ 水無産卵（08/06/10）
ていることなのかどうか。いずれにしても長期の観察が必要である。

「 山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会」 http://www.digitalsolution.co.jp/nature/yamakado/
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梅雨シーズンとなり、新聞紙上に各地のササユ
リの開花や増殖の取り組みが取り上げられること
が多くなった。これら報道の多くには「昔はどこ
にでもあった」というのが常套句として使われて
いる。何故どこにでもあったのか。それは里山が
人々の生業の場であり、常に管理（当事者はそ
のつもりではなかったかも知れないが）がされて
いたからに他ならない。本会も 2003 年以降かつ
ての生業の場での管理を続けてきた。その結果
今年は例年以上の開花となった。管理の方法が
間違っていなかったということでもある。が過去
の観察結果から、次世代の実生の育成が欠かせ
ない（同一株の開花は 5 年間）ことから、開花
・結実・散種が毎年保証されなければならない

開花したササユリ（ 08/06/20） のだが、途中で鹿の食害、猪による球根掘り起こ

金網設置作業（08/05/28 ） 金網設置場所の様子（08/05/31）
し に よ っ て
こ の サ イ ク
ルが完結し
な い こ と が
明 ら か に な
っ た 。 こ の
こ と を 踏 ま
え本年は新
たな 取 り 組
みを実施し
ている。開
花 １ 週 間 前

開花で一時撤去作業（ 08/06/06） 花終了段階で再設置（ 08/06/14） 後前の蕾段

山門水源の森の様々の色合いの個体

階（この時期が鹿の食害が多い）か
同一個体鱗片からの増殖（平木氏提供） ら食害防止金網を設置。開花後金網一
時撤去（来訪者サービス）。花が終了次第再設置（果実を食害から護る）とい
う作業を行っている。今後果実の結実を待つことになる。この段階での虫害もあ
り最終的に完熟する個体数は減少するが、完熟種子（１個の果実に 200 ～ 300
の種子）を現地で播種し、一部は育種用に採取しようと考えている。同一個体
からの鱗片培養での増殖が盛んだが、花の多様性が保てないからである。
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